
596田 中・伊脚嵩肺結絃症二於ケル造血1・)M汁色蹴 トノ相關 二就テ 【第1纂 巻

肺結核症ニ 於 ケル造血 ト謄 汁色素 トノ

相關ニ就テ 附、患者皮膚色ニ就テ

金澤 市 若 松 療養 所

田中 秀 二

伊 藤 鎭 雄

緒

從來肺結核 患者 ノ血液像 二關 スル報iti一ハ移 シイ

数 二上 ルが、 ソ ノ臆汁 色素 二關 スル業績 ハ比較

的 二寡1。 而 モ患者 ノ造 血機能 ノ張弱 ト膿 汁色

素 生成 ノ雨者 テ共 一考慮 一入 レテソノ相關 ラ考

察 セルモ ノニ至 ツテハ更 二審 々 タルモ ノ ・ヤ ウ

言

二思 ハ レル。即 チ著者等 ノ行 ヘ ル今回 ノ報;㌣ ・

1三トシテ目的 テ如1:ノ 鮎=置 キ、 傍 々結 核患者
ク

ニ見ル皮膚 ノ蒼白色、黄灰色二就 テ血液二於 ケ

ル血色素含量乃至膿汁色素含量 ガ那邊迄密接 ナ

ル關與子有 入ルヤラ明カーセント欲 シタ。

研究方法

研究 材料

1935年7,8月 現 在 金澤 市i若松療養所牧容 患者

及 ピ封照 トシテ當時健 康 ニ シテ些 ノ違和 テ罷 エ

ザル者 テ選 ピ、 ソノ室腹時 二肘静脈 ヨ リ探血 セ

ル虚 手以 テ検査 材料 トナス。被検 患者 ノ殆 ニド

多 クハ廣汎ナル肺病竈 与有 シ、漸次快方 二向 ヒ

ツ ・アルモ ノハ甚 ダ稀 二属 シタ。煩 二渉 ル嫌 ヒ

ガ アツタノデ成績表 ニハ寧 ロ之 テ記 入 スル コ ト

ラ止 メタ.

血 球計算

赤血球一ら止 処 氏算定器ラ用ヒ、諭 立方

琵嘔劃40個 ノ計算 面上 テ数 ヘ タ。

白血球 ハ同 ジクピ 、ルケル氏算定 テ使用 シ、9

φ

立 方耗 計算室 内全個数 ラ夫 々 ノ種類 二分 チ2回

繰返 シ計算 ス。 白血 求各種類 ノ撚室 内算定 ハ

(η日置・倉 金法 二準憾 シタ ノヂアル
。

血色 素定量

便宜 上 「ベル グマ ン ・ラィツー肚製 ザー リー氏血

色素計 ラ用 ヒテ之 ラ行 フ.

血 清 「ピ リル ピ ン」定量

專 ラモ イヒ之 ∠ ラハ ト氏 法 二依 ル。一般 二Hy-

mansvondenBergh氏 法 二依 リテ 定量 セ ラ

レタル業績 ハ屡 ヒ之 テ散見 ス。該法 ニハ直接、

間接 ノニ法 アリ。得 タル撒値 ノ意義 モ亦夫 々異

ル。著者 ハ特 二好 ンデ敢 テモ イレ ングラハ ト氏

法 テ用 ヒタルモ ノナル コ トテ附記 スル。

實験成績

註、槍索ノ結果 ヲー括 シテ掲ゲタル表中二於テ、白血

球 鍛及 ビソノ種類 ノミニ就テ考察 ヲ下スニ、本成績ノ・

ソノ観察個藪同一人二就キ多クノ・600個 以上二及ビ、

而モ各細胞ノ配布ハ極メテ自然ナルヲ以テ、或・・嘗テ

著者等ノ研究室二於テ倉金が報告 シタル以上 ノ新事

實 ヲ求メ得ベキカトモ案ジタルモ、結果 ハ何等夫 し以

上二出ヅルヲ得ナカッタ.而 モ之ノ・本篇 ノ本來! .目的

トモ異ルヲ以テ、此底ニハ参考ノ爲唯ソノ敷値!ミ ヲ

掲グルニ止メタ。但 シ白血球ノ全数ナ リ、叉特二中性

多核白血球 ノ堆減バー般 二造血装置機能 ノ清長 ト密
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接 ナ聞係 二存 ス 可 キ コ トハ疑 ヲ 容 レナ イ所 デ ア〃 力 出来 ナ イ.

ラ、是 等 ノ鮎 二就 キ テ ハ無 論 考 察 ヲ忽tス ル コh八

葉1表
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第一節

1・0骨1.0以 下 昌 シテ充 分 二比色 定 量y得 ズ ト記 セ'レ モ ノ皆無 リ。

N.=笹 通皮膚色B1=蒼 白

肺 結核患 者 二於 ケル

貧血 ノ性賀

G=黄 灰色

ス一群 ノ存在 テ認 ノ得 ルモ ハ 如 久 然 モ斯 ル

モ ノハ断然滲出型傾向 テ有 スル モ ・二於 テ多 キ

肺結核患者 二於 ケル赤血球数 蛇二血色素量 二關

スル文献 ハ瞥 シキ撒 二上ル。當研究室倉金 ノ襲

キニ調査 セル塵 二從 ヘバ患者例 二於 テ ソノ赤血

球激 二關 シ往 々甚 ダ寡 キモ ノア リ、 又反動 二却

ツテ正常以 上 二多 ヵ リシコ トモ認 メラル。血色

素量 二關 シテハ重症 ノモ ノニ於 テ、而 モ滲出傾
、

向強 キ者 二於 テ然 うザル モノヨ リモ著 シクソノ

減退 テ認 ム ト云 ツタ.

由 来赤血球 数 ハ男女 二於 テソノ,;.,)r1値ラ異 ニ シ、

假 二嚢 二余等 ノ調査 セ ル 慮 二從 ヘ バ男子平均

509・7,女 子 平均465.2、 男 子 二於 テ551.6-465.7

ハ個 性的 ニモ認 メ ラル ・相違 デア リ1女 子 二於

テ566.5一 ・400.0ハ 同 ジク個性的 ニモ 認 メラル

ル懸隔 二届 スル。是等 ヨリ以下 ナ レバ先 ヅ貧血

ト認 メテモ宜 イデアラウ。斯 クシテ余等 ノ全例

テ判 ズル時50例 中20例 、 即 チ40%ハ 正 二貧

血 ト認 ム可 キデアツタ。併 シ多 クハ輕度 ノモ ノ

ニ シテ300萬 蔓 以下 ニテ著 シキ貧血 二属 セ.シム

可 キモノハ 更 ニ ソノ半数20%二 過 ギナ ィ。血

色素量 ハ 勿論赤血球全数 ノ減少 ト共 二低下 ス

ル。併 シ乍 ラ同 ジク貧血 二屡 スルモ特 二血色素

ノ生成不良 ナル モ ノハ又別 二之 テ考察 ス可 キ必

要 が認 メ ラレル。乃 チ斯 ルモ ノ・判定 八専 ラ血

色 素係数 ラ参照 シテ行 ハル ・ノデ アルガ、血色

素係数:二關 シ襲 キニ倉金 ノ報 告 シタル塵 二依 レ

バ、肺結核患者 二於 テハ宛 モ同係数 ノ低 下 ラ來

結 果 が得 ラ レタ。今余 等 ノ得 タル結果 ヲ見 ルモ

亦之 卜略t大 同小異 ノ成績 デアツテ、假 二1.10

-0 .90テ 健 康....於 ケ ル個人 的動揺 卜見倣 ス時

へ50例 中26例 、52%二 於 テ血色 素生成 ノ不

良 ナル テ認 ムルテ得 タ。 而 モ係数値80%以 下

ノモ ノ11例 アリ、全例 ノ22%二 該 當 スル。

次 二赤血球 敷C血 色素係数両者 テ考慮 一入 レテ

病的 ノ場合 ノ組合 セラ観察 スルニ凡 ソ次 ノ如 キ

結果 テ知 ルテ得 タ。

・ 第2表

鼓
ノ
係
瞳
素
匂
色
下
血
低

歎
ノ
係
匠
糞
力
色
道
血
普

赤血球教普
通ナルモノ

赤血球撒減少
セルモノ

12

　　

「23,27

」

-
,

18i

　 　　 しへ

9120

『i

50

乃チ此表 ヨリ知 ルコ トハ血球 ノ培生 ト血色素 ノ

生成 トガ殆 ンド無関係 二近 ク、掲立的二肺結核

症 二於 テ障碍 テ被 ツテ居ルコ トデアル。言換ヘ

レバ赤血球新生二關 スル限 り肺結核症 二於テソ

ノ障碍 テ被ル部位ハ軍一 デナク、個禮 ノ條件二

基 ヅクコ トが多 イコトが知 ラレル。

第 二節 肺 結核 患者 二於 ケル

血 清 「ビ リノレビ ン」量

由来肺結核患者二於テソノ血清「ビリルビン」量

テ測定報告 セルモ ・ハ甚グ紗 シト云 フ。_'本
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邦 昌於 テハ今村教授 ノ報 告 アリ、之 テ要 スル占

健康対照例 二比 シテ著 シク明 カニ ソノ低下 テ認

メラル。 ソノ用 ヒラレシ方 法 ・、Hym鋤svan

denBergh氏 法 デ アツタガ、 合同 ノ著者等 ノ

Meulengracht氏 法 二依 ル1則定 ノ結果 モ亦之 昌

一致 スルモ ノデ アツテ、何 レモ殆 》ド之 が詳細

ナル比色定量 テナ シ得 ザル程 度 ノモ ノデアル コ

トテ知 り得 タ。
の

今患者各例 二就 テ ソノ造 血作 用 トノ相聞 テ考察

スルニ、正常 ノ赤血球歎 テ有 シ、血色素係撒:ノ

低下 テ認 メ得 ザルモ ノニ於 テモ、何 レモ一様 二

血清色彩 ノ甚 シク淡 キコ トテ誼 明 スル ノデ アツ

テ、此鮎 ヨリ推 スモ血清 「ビリル ビン」含量 ノ低

下 ラ血球乃至血色素生成 ノ不良 ナル三厩 セ シム

ル コ トハ當 ラザルモ ノ ・如 クデアル。言換 ヘル

ナ ラバ血色素成生 ノ不良 ト膿汁 色素含量減退 ト

ハ各々真束 ル可 キ直接原 因 テ異 ニ シ、同一系統

二連 ネ シム可 キ 障碍 ト八 目 シ得 ザル モノデア

ノレo

第3表 対 照健 康 人 男 女 血 漿 二於 ケ)V
「モ イ レ ソグ ラノ・ト」単位

33

歳
男 2・51

22

歳
女 2.5

1

25 ,, 3・51 20 ,D 2.5一 一
25 ,, 3・ol 25 ,D 3.5一 一
40 ,, 3.q 28 ,, 2.5一 一
42 ,, 3・oI 26 ■●

9,

2.5一 一
51 ,, 2.51 28

一一

2.5一 一
31 ●, 3.01 25 ,, 3.0一 一
23 ●, 3.0 24 ,, 2.5一 一
47 ,, 2・51 25 ,,

,D

4.5一 一
34 ,, 1・81 21 5.0一 一
23 9, 2.oI 30 ,, 1.5一 一
32 ,, 2・51 37 ,● 2.5一 一
23 ,, 2.5i 26 ,, 2.5一 一
25 ,, 2・51 27 ,, 2.5

一 一
一 一一 30 ,, 2・51 :雫 均 2.7

27 ,, 2.5i一
第 三節 患者 ノ皮膚 色 二關

スルー考察

人盟 ノ皮膚色ハ皮膚本来 ノ色調 ノ外 二之 テ榮養

セル血管乃至血液 ノ性状二基 ヅクコトが甚大デ

ア ル 。

今肺結核 患者 ノ多数 高接 シ、特 昌真皮膚 色昌留

意 スル時、 凡 ソニ ノ異常 テ認 メ得 ル。蒼 白 ト黄

灰色 トが,とデアル ガ、薄 白 ナル原因 二間 シテ八

戒 ハ貧血 ノ爲 トモ云 ヒ、叉 所謂優性貧1血二依 ル

トモ栂 セ ラレル。 英貨灰 色ナ ルモ ノ二毛 リテ八

挺 シキハ宛モ十二指腸 貧血、溶血性黄疸等 ノy

うら虚嚇 セ シムルモ ノス ラ;存スル。溶血,4主賓∬皿ナ

レベ 多イカ少/力 膿 汁色素 ノ生成過剰 テ來 ス

コ トアルハ臨躰上往 々 一 シテ遭遇 人ル所 デアル

ガ、肺結核症 二於 ケル夫 八乗 シテ之 ト同一覗 λ

可 キヤ否 や,詳 細 ナル病理 ノ探究 ト共 へ 皮膚 色

!如 キ、 臨休症候 トシテ重要 ナル事項 二就 キ、

ソノ本態 二間 スル ー般概 念 テ正 シク認識 スル ト

云 フコ トハ、確 實 ナル ト共 二簡速 テ尚 プ貴 地診

断 上 二於 テ極 メテ有意義ナ コ トデア ラネパナ ラ

ナ{。 今検索 セル50例 中梢 ヒ著 シク蒼白 子呈

セルモ ノハ30名 詮 リ存 シタ。而 モ 是等蒼 白 ナ

ルモ ノ必 ズ シモ凡テ重症 ナル ニ非 ズ、 重症 者 ニ

シテ而 モ比較的正常 ノ皮 膚色 テ呈 セル モ ノモ紗

カラズ存 シタ。蒼 白ナル例中眞 二著明 ノ赤 血球

寡少 テ示 セルモ ノ僅 カニ6例 ノL。 之 ハ明 力ら

一般 二結核患者 二見 ル蒼 白ハ赤血球 ノ減少 トハ

別種 ノモ ノが存 スル コ トテ物語 ルモ ノヂアル。

尤 モ結核患者 中眞 ノ貧血 テ呈 スルモ ノモ存 スル

ニハ存 スル ガ、 ソ ノ蒼 白 ナル主因 ハ他 二存 スル

ノデアル。次 二少数 ノ甚 シキ赤 血球寡小 ラ來 セ

ル場 合 ハ勿論暫 ラク之 テ措 キ、一一般 二血色素係

数低 下 テ示 セル モノラ検 スル ニ(0.80以 下 テ限

界 トス)蒼 白患者30例 中値 カニ7例 テ算 スルニ

過 ギズ,之 モ赤血球撒 ハ假 令多 ク トモ ソ ノ血色

素含量紗 キが爲 二蒼 白 テ呈 スル コ トr_..アル可 キ

カ ト云 フ推測 ノ敢 テ當 ラザル コ トチ示 シテ居 ル

モ ノ ト云 ハナケ レバ ナ ラナ ィ。

之 テ要 スル ニ肺結核症 二於 テ皮膚蒼 白4呈 セル

モ ノア レバ、先 ヅ多 クハ眞 ノ貧血以外 二原 因 ア

リ ト考8・ ル。而 シテ極 少撒 二存 スル實際 ノ貧血

ハ矢張 リ結膜、 ロ肩、爪色 が多大 ノ参考 ニナル

トハ云 へ、 叉實際 二検血 ラ施行 シテ始 メテ,とテ
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確 定 シ得 ル モ ノデアル。

次 二皮膚 ノ黄色 ナルモ ノ肖 就 テ ー顧 テ 輿 ヘ ン

・;、被検葡例 中認 ム可 キ灰黄色e呈 セルモ ノ10

例 ラ算 シタが、 ソノ血色素係敷 ハ何 レモ啓通以

h?超 エル コ トナ 久 却 ツテ2例 二於 テ甚 シク

結

1・ 肺結核症 二於 テハ厘い 赤 血球 ノ減少1・ftu色

素 係敷 ノ低下 トラ認 メ得 ルガ、血球 ノナ曾生 岡血

色素生成 トハ勿論夫 々異 ルMotiv/L一 立 ・ソ

モ ノデ アツテ、此雨者 ハ肺結核症 二於 テ原則 ト

シテ別 々二侵 サ レテ居 ル。

1.肺 結核患者 血清中「ビ リル ピニ」含3il=ハ正 常

一比 シ、一様 二著 シク寡小 デアル。而 モ ソノ減

少 ハ血色素成生 ノ不良 ト何等 ノ直接相關 テ有 シ

低 下 セノ匠 ノサへ之 ラ認 メタ。 之 ハ血 清 「ピリ

ル ピン」傲 ノ寧 ロ正常 以下 ナル ト相 照慮 スル所

見 デ アツテ、皮 膚 ノ黄色 ナルハ之叉所謂溶血性

貧 血乃 至黄疸 性皮 膚著色 卜毫 末モ相 關知 セサル

モ ノナル1ト テ明示 シテ居 ルモ ノデ プル。

論

得 ナ ィ。 ・

1.肺 結核患者皮膚 ノ蒼 白 ナルハ明 カニ血球激

血 色素丑以外 ノ有 力ナル何等 カ ノ事由 デ持 ツテ

居ル。 尚 ソノ著 シキ黄 味 モ亦血色素拉 二 「ピ リ

ル ピ シ」代謝以外 ノ理 由 ・囑 λル。

欄 筆 スル ニ臨 こテ終始御懇篤 ナル御 指導拉 二御

校閲 ノ勢 ヲ賜 ハ リシ、所長 日置博 士 二封 シ諦 こ

テ謝意 テ表 ス。
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